






















and Music Migrations in Early Modern Europe』（Zur Nieden et al. 2016）、『Music Migrations in the Early 












国王アウグスト 3世　在位 1734–1763；以下 2世と略記する）のドレスデンに焦点を当て、1746～
1747年という短い期間であるものの、ミンゴッティ一座が同地で営んだオペラ活動について考察





























































　台本：https://vufind.mzk.cz/Record/MZK03-000534960（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 2427．
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開設され、カイザー Reinhard Keiser（1674–1739）やヘンデル Georg Friedrich Händel（1685–1759）、
テレマン Georg Philipp Telemann（1681–1767）らのドイツ語によるオペラが上演された地として知






初演された作品である〔台本：http://www.urfm.braidense.it/rd/00836.pdf（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 2426〕。初演でタイ
トルロールを演じたペルッツィ Teresa Peruzziは、その後ミンゴッティ一座に加わり、ブルノでも同役を演じている。
9）このときの演目のひとつは、作曲者不詳の《イペルメストラ Ipermestra》である。台本：http://resolver.staatsbibliothek-
berlin.de/SBB00007CCA00000000（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 13556.
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いえ、華々しいキャリアを持つ歌手の登場に、ハンブルクの聴衆は喝采したであろう。この公演が













































新年の市（1月 1日から 2週間）、イースター市（イースターの 3週間後の日曜から 2週間）、聖ミ





トルンク Nikolaus Adam Strungk（1640–1700）の企てのもとで始まった。彼は 1692年に同選帝侯か
ら劇場建設と 10年間のオペラ上演の特権を授与され、1693年 5月 8日に選帝侯臨席のもと、《ア
ルチェステ Alceste》を新設の劇場〔Opernhaus am Brühl〕で上演した。ゲオルク 4世没後も、選帝
侯位を継承したフリードリヒ・アウグスト 1世（在位 1694–1733、以下 1世と略記する）が、1694







て、たとえば 1727年からはノイバー Johann Neuber（1697–1759）率いる演劇一座、1733年にはミュ















をドレスデンに残してワルシャワに向かい、1736年 8月 7日にドレスデンに戻るまでの約 1年 10
か月間、ワルシャワ宮廷に滞在することを余儀なくされた（Fürstenau 1862: 218）。ワルシャワでは
宮廷音楽家リストーリ Giovanni Albert Ristori（1692–1753）によるイタリア語のセレナータが「イ
タリア・オペラ」に代わる出し物として上演されたが（米田 2011）、その間、楽長ハッセと妻ファ
ウスティーナはイタリアに戻って活動したため（Hochstein et al. 2016）、ドレスデンの宮廷でイタリ
ア・オペラは上演されていない18）。しかし 1736年 8月に選帝侯がドレスデンに帰還すると、ハッ







14）ニコライ通りにある「Zotens Hof」が劇場であった（Bärwald 2016: 122）。
15）フベルトゥスブルク城では、たとえば 1734年 2月 18日と 20日にミュラー一座が人気のハーレクイン役のキルシュ 
Johann Christoph Kirschとともに御前上演している。また 1737年 11月、ノイバー一座が 2世夫妻の前で多くの催しを上演し、
100 dukatの報酬を得た（Petrick 2011: 83）。
16）1733年 12月 1日付でハッセは正式に宮廷楽長として任用された（Hofmann-Polster 2014: 70）。









約 2000名を誇るツヴィンガー大劇場は、1719年 9月 3日、ロッティ Antonio Lotti（1667頃 –1740）《アルゴのジョーヴェ






上演は許可しないことを条件に、一座の上演を認めた。こうして 1744年 4月 4日、フィナッツィは、
町の北西にある「Reithaus am Rantstädter Tor」でイタリア・オペラを上演することを市参事会と契
約したのであった（Bärwald 2016: 130–134）20）。
　1744年イースター市の 4月 24日から 5月初め、ピエトロが率いる一座は、イタリア・オペラ―
―パスティッチョ《ペルシャ王シロエ Siroe, König aus Persien》と《アデライデ Adelaide》、インテ
ルメッツォ《愛は男を盲目にする Amor fa l’uomo cieco》――を上演した。ブリュール伯の推薦状
が 2世の要望であることを裏付けるように、2世も 4月 20～30日にライプツィヒに滞在し、一座
のオペラを観劇している（Bärwald 2016: 23–24）。ミンゴッティ一座のライプツィヒ公演は 1744年
イースター市を皮切りに、1745年から 1747年までのイースター市、さらに 1747年は聖ミカエル
祭の市にも行われるが 21）、これは 2世のライプツィヒ訪問時と見事に合致している（Hofmann-Polster 























レジエン戦争の影響を受け、1745年 12月 19日のハッセの《アルミニオ Arminio》24）の公演25）を最
後に、1747年 1月まで閉鎖されていたのである。この時期の 2世の動向をたどると、1745年 12月
1日に 2世は戦火を逃れるためにドレスデンを離れ、プラハへ赴き、ドレスデン条約締結（12月 25日）
によって戦争が終結した後、1746年 1月 4日にドレスデンに戻った（Fürstenau 1862: 241–242）。
したがって 12月の《アルミニオ》は、2世不在時に上演されたことがわかる。1746年のカーニバ
ルを 2世はドレスデンで過ごすが、戦後間もない時期のため、ツヴィンガー大劇場でイタリア・オ
ペラは上演されていない（Fürstenau 1862: 241–242）26）。そして 1746年 4月 9日にドレスデンの宮
廷教会で楽長ハッセのオラトリオ《カルヴァリオの聖エレーナ Sant’Elena al Calvario》27）が初演さ
れた後、2世は 4月 30日にドレスデンを離れ、5月 1日から 13日をライプツィヒで過ごす。イー
スター市のこの時期、アンジェロの一座によるイタリア・オペラ公演を 2世は観劇した（Hofmann-




La Semiramide riconosciuta》（Bärwald 2016: 413–416）、《偽の女奴隷 La finta schiava》（Bärwald 2016: 
390–393）28）
歌手：Anna Mazzoni（Sop）、Margherita Giacomazzi（Sop），Giuseppe Perini（Sop–カストラート），
Pasquale Negri（Sop–カストラート），Adelaide Segalini（Alt），Settimo Canini（Ten）




24）《アルミニオ》は 1745年 10月 7日にツヴィンガー大劇場で初演された。台本に歌手の名前は記されていない。台本：
http://data.onb.ac.at/rec/AC10182893（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 2803.
25）オーストリアとプロイセンの対立に端を発した第 2次シュレジエン戦争で、ザクセンはオーストリアと同盟し、プロイセ


















real teatro privilegiato」という名で、1746年 7月 7日、2世夫妻や皇太子フリードリヒ・クリスティ
アン（1722–1763）ら選帝侯一家の臨席のもと、《アルジェニーデ》で開場された。楽長スカラブリー
ニ指揮のもと、ドレスデン初の一座による公演は、少なくとも 9月 6日まで行われた。またこの時期、
バイエルン選帝侯マクシミリアン 3世ヨーゼフ（在位 1745–1777）がドレスデンを来訪し、9月 2










歌手：Settimo Canini/ Anna Mazzoni/ 
Adelaide Segalini/ Margherita Giacomazzi/ 
Giuseppe Perini/ Giuseppe Schuster
ダンサー：Filippo Porci/ Rosa Porzi/ 



















は 1730年 2月 4日にロー
マで初演された作品。
30）例外はネーリ Pasquale Negriで、彼はドレスデンの公演に確認することができない。
31）劇場は、3層各 12（14?）の桟敷席、舞台の奥行約 17m、幅 16.5m、オーケストラ用空間は約 3×14m、平土間は約 15×14mであっ
た。月、火、木、土曜の晩の週 4回オペラが上演され、4段階の料金設定がなされた（Mücke 2003: 51–52）。
32）Sartori 2430.










1746年の一座の公演に対して「2世は 2000 Thlr.をミンゴッティに支払い、さらに 3人の第一女性
歌手に 150 Ducaten、その他の女性歌手に 50 Ducaken、女性ダンサーに 50 Ducaktenの褒美を与え
た」（Fürstenau 1862: 243）。一座に対する宮廷の支払いは、ブルノやグラーツの場合と同様、彼ら
のオペラ興行が全て自前でなされたのではなく、宮廷の援助があったことを裏付ける。しかも一座













Pettrillo Mira, Cavalier di St.Benedetto, 
e Comissoario de Corte di S.M.（Pietro 









34）台本：http://digital.slub-dresden.de/id44313480（2019年 11月 2日閲覧）、Sartori 2983．
35）台本：http://digital.slub-dresden. de/id428626068（2019年 11月 2日閲覧）、Sartoriに記載なし。
36）Sartori 8187.



















のは、1744年 1月 20日にツヴィンガー大劇場で上演されたハッセの《アンティゴノ Antigono》40）、

















ナ・ピルカーMarianna Pirker（1717–1782）の夫のヴァイオリン奏者フランツ・ヨーゼフも 1736年から 1741年まで一座で
活動している。
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Biaggio Campagnari（1742年に任用）が、宮廷作曲家シューラー Georg Schürer（c1720–1786）のオ












Giustina Turcotti (Ms)、Settimio Canini (Ten)、Regina Mingotti (Sop) 48）、 Giacinta Forcellini (Alt)、Anton 
Casati (Sop–カストラート )、Lucia Calvetti (Sop)
43）ドレスデンには宮廷楽団の他にも、市の楽団（Petrick 2011: 37–40）やブリュール伯の楽団（Fürstenau 1862: 193–196）もあり、
現地で楽器奏者を調達することは十分可能であったと思われる。
44）Sartori 3315. 歌手陣は、カンパニャーリの弟子たちであり〔Antonio Fürich/ Wilhelmine Denner/ Johanna Hallerin/ Giuseppe 




































が再開場した（Fürstenau 1862: 243–244）。台本：https://lccn.loc.gov/2010665148（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 21588.
51）作表に際しては、Fürstenau 1862、Müller 1917、祝典行事一覧表（Golz 2009: XXIVのファクシミリ）等を参照した。
52）台本には、1747年ミンゴッティ小劇場におけるローザ・ルヴィネッティ・ボンとミラによる上演と記されている。注37を参照。
53）台本には、1747年ツヴィンガー大劇場におけるローザ・ルヴィネッティ・ボンとクリッキの上演であることが記されている。
台本：http://nbn-resolving.de/urn/resolver.pl?urn=urn:nbn:de:bvb:12-bsb00055177-3（2019年 11月 10日閲覧）、Sartori 24420.
54）ミンゴッティ一座の演目等を調査すると、インテルメッツォ歌手がオペラのバス役を兼務するケースがしばしば見られる。
55）テオバルトは、前年と同じダンサー 4名の名前も挙げている（Theobald 2015: 50）。しかし一座が関与した 1747年の演目
の台本にダンサーの名前は記載されていないので、この点についてもいまいちど検証が必要である。









57）台本：http://resolver.staatsbibliothek-berlin.de/SBB00008E0700000000（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 22329.
58） SLUB所蔵の台本〔http://digital.slub-dresden.de/id435545809（2019年 11月 3日閲覧）〕は、1747年ライプツィヒで出版（1747
年ライプツィヒのイースター市で上演されたもの）。
59）Sartori 11175.










・ツヴィンガー大劇場でハッセのオペラ《寛容なスパルタの女 La Spartana generosa》57）初演
宮廷歌手：Angelo Amorevoli/ Ventura Rochetti/ Faustina Hasse/ Giovanni Carestini/ Rosa Negri/ 
Giovanni Bindi

















(Dramma per musica) 58）上演、選帝侯家らが臨席
6/26（月） ・「飲食の出店 Wirtschaft」と「大市 Jahrmarkt」








・ミンゴッティ一座によってグルック《エルコーレとエベの結婚 Le nozze d’Ercole e d’Ebe》
（Dramma per musica）60）初演 ;ピルニッツ城の庭園に設えた舞台で上演
124










1862: 248）――825 Thlr.（1747年 5月 20日）、275 Thlr.(1747年 7月 7日 )、2000 Thlr.（1747年 9




は、7月 22日に年俸 2000 Thlr.でザクセン宮廷歌手に任用された。1747年 7月 18日には、皇太
子妃となったマリア・アントニアの誕生日を祝してツヴィンガー大劇場でポルポラ Nicola Porpora
（1686–1768）の《フィランドロ Filandro》63）が上演されるが、このオペラにレジーナ・ミンゴッティ
もファウスティーナ・ハッセやアンニバーリ Domenico Annibali（1705頃 –1779あるいはそれ以後）
ら宮廷花形歌手とともに出演している。結婚祝典終了後の 8月 4日、一座による《ウティカのカトー















63）台本：http://digital.slub-dresden.de/id435568795（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 10247.
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64）台本：http://resolver.sub.uni-goettingen.de/purl?PPN725523794 （2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 5256.
65）台本：http://digital.slub-dresden.de/id443133166 （2019年 11月 3日閲覧）。




68）台本：http://data.onb.ac.at/rec/AC10119317（2019年 11月 3日閲覧）、Sartori 7497. Coragoでは同作品の上演場所を「宮廷小
劇場 Kleines Kurfürstliches Theater」としているが、台本を見る限りにおいてツヴィンガー大劇場であったと思われる。




《レウチッポ》公演後の 1748年 1月 29日に焼失してしまった。1748年 5月 2日にザクセン宮廷か


















活動は中断を余儀なくされた72）。戦争終結後の 1763年 4月 30日にドレスデンに戻った 2世は、再
びオペラを花開かせようと試みるが、同年 10月 5日に逝去、選帝侯位を継承したフリードリヒ・






（1697–1770）、ホルツバウアー Ignaz Holzbauer（1711–1783）の妻の歌手ロザリアRosalia、ケルビーニLuigi Cherubini（1760–1824）
の父バルトロメオ Bartolomeoなど、枚挙の暇がない。
71）ロカテッリは以前ミンゴッティ一座の台本作者として活動したが、その後独立して自ら一座を率いた。グルックはロカテッ
リ一座の楽長として 1749/50年、および 1751/52年カーニヴァル =プラハで活動している（Brandenburg et al. 2016）。
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Activities of Italian Opera Troupes in the First Half of the 18th Century Europe: 
The Case of Mingotti’s Opera Company in Dresden 
during the Reign of Saxon Elector Friedrich August II (r.1733-1763)
Kaori YONEDA　
　Although it has been known that opera troupes touring around various European cities included Italian 
singers and contributed to the spread of Italian Operas, their activities have not yet been examined in detail. 
Recent studies of such opera troupes lead to the discoveries and the digitization of a large number of valuable 
sources such as opera librettos, which help to shed lights on their specific activities and hidden topics such 
as the relationship between travelling opera troupes and opera houses sponsored by royalty and nobility or 
public opera theaters. Particually, the brothers Angelo and Pietro Mingotti troupes are actively researched 
because their companies excellently performed various Neapolitan operas by Johann Adolf Hasse, Leonardo 
Vinci, Pergolesi, etc. ―though most of their works were pasticcio ―for admission fee, touring in Ljubljana, 
Brno, Graz, Hamburg, Leipzig, Dresden, Copenhagen, to name a few, and engaged as members Christoph 
Willibald Gluck (1714–1787), Regina Mingotti (1722–1808) etc.
　This study focuses on the activity of Mingotti Opera Company in Dresden during the Reign of Saxon 
Elector Friedrich August II (r.1733–1763). The Saxon Court’s opera activities in the Royal Opera House 
flourished under the Kapellmeister Johann Adolf Hasse (1699-1783; his official appointment in 1733). But 
when Mingotti’s Company arrived in Dresden in 1746 and 1747, it presented Italian operas as a commercial 
enterprise in its own small wooden theater constructed in the Zwinger, given permission by Saxon Electral 
Court, and its performances were, beside Hasse’s opera seria, used as the Court’s events, including wedding 
festivals. For example Gluck composed a new festival opera for the court. It is likely that Mingotti’s Company 
was invited in Dresden by the Saxon Electoral Court. The court made a temporary employment with the 
company and paid for its performances, which was a very efficient way for the court to present opera seria. 
　After the Seven Years’ War (1756–1763), opera performances in the Royal Opera House with pomp and 
extravagance became a thing of the past, so Mingotti’s opera activity is one of the symbol of a significant 
change of court patronage.
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18世紀前半における「巡業オペラ一座」の活動
――ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 2世時代（在位 1733–1763）の
ドレスデンにおけるミンゴッティ一座の活動を例に
米田かおり　
　「イタリア・オペラ」がヨーロッパ各地に伝播される際、その一翼を担ったのが、イタリア人歌
手を擁し、ヨーロッパ各地を巡業するオペラ一座であったことは、以前から知られていた。しかし
こうした一座の活動については 20世紀初頭の研究がもととなっており、その実態については不明
瞭な点が多かった。ところが今世紀になってから「巡業オペラ一座」に注目した研究が多数現れた
ことに加え、台本や楽譜などの一次資料が続々とデジタル化される中、これまで音楽史でほとんど
顧みられてこなかった問題、たとえば巡業一座と王侯貴族の宮廷劇場、さらには公開オペラ劇場と
の関わり、またオペラやインテルメッツォの伝播に巡業一座が果たした貢献など、新たな課題が浮
かび上がってきた。
　本研究では、アンジェロとピエトロ兄弟が率いるミンゴッティ一座のドレスデンにおける活動に
注目し、彼らの活動を通して上記の問題を考察していく。ミンゴッティ一座は、1730年代からア
ルプス以北の都市を舞台にイタリア・オペラを上演し、非常に人気を博した一座であり、そこで活
動する音楽家の中には、グルックやレジーナ・ミンゴッティなど、音楽史上、特筆に値するような
人物も含まれていた。また主なレパートリーもパスティッチョとはいえ、ハッセやヴィンチらのオ
ペラ・セリアで、その上演レヴェルも高かった。ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト２世
（在位 1734–1763）の時代、ドレスデンの宮廷は、宮廷楽長ヨハン・アドルフ・ハッセ（1699–1783）
を中心に華やかなオペラ活動が営まれていたことで知られるが、一座は選帝侯の許可のもと、小規
模な木造オペラ劇場を建て、1746、1747年にオペラを上演した。むしろザクセン宮廷が一座をド
レスデンに招いたのであった。一座のオペラ公演は公開オペラとしてばかりではなく、ハッセ指揮
下の宮廷オペラ団とともに、選帝侯家の結婚祝典など、重要な宮廷行事の一翼も担った。つまりザ
クセン宮廷は、一座と雇用関係を結ぶことなく、一時的に彼らに報酬を与えるという非常に効率的
な方法で、イタリア・オペラを上演したのである。
　七年戦争（1757–1763）以後、ドレスデン宮廷の豪華絢爛なオペラ活動は終焉を迎えるが、ミンゴッ
ティ一座の活動は、オペラに対する宮廷のパトロネージの在り方の転換点を象徴するものだったと
言える。
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